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◇
教
区
役
職
者
決
定 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
拡
大
防
止
の
た
め
、
四
月
よ
り
開
催

を
延
期
し
て
い
た
教
区
会
、
組
長
会
、
教
区
委
員
会
が
開
催
さ

れ
役
員
改
選
が
行
わ
れ
た
。 

五
月
二
十
八
日
、
臨
時
教
区
会
が
開
か
れ
、
議
長
、
副
議
長
、

常
備
会
員
（
七
名
）、
監
査
委
員
（
三
名
）
が
選
出
さ
れ
た
。 

六
月
四
日
、
組
長
会
が
開
催
さ
れ
、
正
副
会
長
が
選
出
さ
れ

た
。 ま

た
、
六
月
五
日
に
は
、
教
区
委
員
会
（
旧
基
幹
運
動
推
進

委
員
会
）
が
開
か
れ
、
森
尾
淳
章
教
務
所
長
が
委
員
長
に
就
任
、

副
委
員
長
二
名
と
宗
派
中
央
委
員
会
委
員
（
委
員
か
ら
一
名
）

が
選
出
さ
れ
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
敬
称
略
） 

【
教
区
会
】
議 

 

長
：
佐
々
木
秀
誠
（
関
野
・
得
雄
寺
） 

 
 
 
 
 

副 

議 

長
：
松
原 

 

武
（
若
神
・
大
乗
寺
） 

 
 
 
 
 

常
備
会
員
：
畠
山 

 
遵
（
水
波
・
明
徳
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中
村 

喜
進
（
関
野
・
正
覚
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

島 
 

高
志
（
新
湊
・
圓
徳
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

津
山 

玄
亮
（
糸
岡
・
願
称
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

栗
山 

宣
雄
（
川
上
・
本
福
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

廣
本 

勝
男
（
射
水
・
広
教
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
鹿
渡
文
照
（
氷
見
東
・
長
福
寺
） 

 
 
 
 
 

監
査
委
員
：
奥
村 

眞
照
（
砺
波
・
照
伝
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

麻
生 

修
善
（
若
神
・
専
龍
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

松
波 

孝
之
（
氷
見
東
・
光
福
寺
） 

【
組
長
会
】
会 

 

長
：
村
上 

喜
文
（
水
波
・
西
養
寺
） 

 
 

 
 

 

副 

会 

長
：
池
内 

瑞
雄
（
新
湊
・
圓
徳
寺
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

：
土
合 

真
昭
（
射
水
・
光
源
寺
） 

 

【
教
区
委
員
会
】 

 
 

 
 

 

副
委
員
長
：
城
野 

至
界
（
伏
木
・
善
證
寺
） 

：
寺
西 

良
夫(

氷
見
東
・
明
厳
寺) 

 

【
中
央
委
員
会
委
員
】 

城
野 

至
界
（
伏
木
・
善
證
寺
） 

※
詳
し
く
は
、
今
後
発
行
予
定
の
実
践
運
動
推
進
計
画
書
を

ご
清
覧
く
だ
さ
い
。
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生きる生活を 
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２０２０ 

６月号 

得度習礼講習会・考査のお知らせ 
 この度、本年度の講習会・考査を下記のとおり開催い

たします。「得度願」提出予定の方には講習会受講が、原

則、必須となっておりますので、ご準備よろしくお願い

いたします。 

尚、申込用紙は教務所にございます。４０日前（７月

１７日）までに申し込みが必要です。 

記 

１．期日 ８月２６日（水）～２８日（金） 

（講習会２日考査１日） 

２．会場 福光教堂 

（南砺市福光９７４－２） 

３．定員 ６名（定員に達し次第締切） 

以  上 
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◇
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動
の
コ
ー
ナ
ー 

新
型
コ
ロ
ナ
禍
と
そ
の
後
～
仏
教
は
力
と
な
り
得
る
の
か
？
～ 

六
月
十
日
現
在
、
日
本
で
は
非
常
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
た
と
は
い
え
、

北
九
州
市
や
東
京
で
は
未
だ
に
複
数
の
新
規
の
感
染
が
確
認
さ
れ
、
世
界
全

体
を
み
れ
ば
一
日
当
た
り
の
感
染
者
の
増
加
数
が
過
去
最
高
を
更
新
し
続
け

る
な
ど
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。 

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
単
な
る
感
染
症
と
い
う
問
題
を
超
え
て
、

世
界
の
あ
り
方
、
私
た
ち
の
生
活
や
人
間
関
係
の
あ
り
方
を
一
変
さ
せ
か
ね

な
い
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
は
も
は
や
感
染
症
予
防
と
い

う
だ
け
で
な
く
、
入
店
の
際
の
パ
ス
ポ
ー
ト
の
よ
う
に
な
り
、
せ
き
や
く
し

ゃ
み
を
す
れ
ば
一
斉
に
周
囲
か
ら
白
い
目
で
見
ら
れ
、
県
外
ナ
ン
バ
ー
の
車

を
傷
つ
け
た
り
、
人
が
集
ま
る
店
舗
に
休
業
を
要
求
す
る
張
り
紙
な
ど
を
す

る
「
自
粛
警
察
」
と
呼
ば
れ
る
行
為
な
ど
、
市
民
が
市
民
を
互
い
に
監
視
す

る
か
の
よ
う
な
相
互
不
信
・
相
互
監
視
と
も
い
え
る
状
況
が
生
じ
て
い
ま
す
。 

仏
教
は
そ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
も
た
ら
し
た
問
題
と
混
乱
に
対
し

て
、
力
に
な
り
得
た
の
で
し
ょ
う
か
？
そ
し
て
感
染
が
収
束
し
た
後
も
恐
ら

く
は
大
き
な
禍
根
を
残
す
で
あ
ろ
う
収
束
後
の
世
界
に
お
い
て
、
力
に
な
り

得
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

現
段
階
で
は
、
残
念
な
が
ら
非
常
に
あ
や
し
く
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。 

か
つ
て
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
際
、
多
く
の
宗
教
者
、
と
り
わ
け
浄

土
真
宗
本
願
寺
派
を
は
じ
め
日
本
仏
教
界
が
大
々
的
に
支
援
に
乗
り
出
し
ま

し
た
。
当
初
は
心
の
支
援
と
し
て
「
精
神
的
な
支
援
の
た
め
に
、
こ
う
い
う

時
こ
そ
法
話
が
大
事
。
避
難
所
や
仮
設
住
宅
で
法
話
会
を
し
よ
う
」
と
い
う

意
見
が
非
常
に
目
立
っ
て
い
た
の
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
法
話
・
布
教
活
動
は
ご
く
限
ら
れ
た
範

囲
で
し
か
行
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

家
族
を
失
っ
た
悲
し
み
や
混
乱
、
避
難
生
活
の
不
安
に
つ
け
こ
ん
で
入
信

を
す
す
め
る
悪
質
な
宗
教
団
体
が
仮
設
住
宅
や
避
難
所
に
押
し
か
け
て
問
題

と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
仮
設
住
宅
や
避
難
所
で
は
一
切
の
宗
教
活
動
が
禁

止
さ
れ
た
こ
と
も
原
因
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
大
き
な
理
由
と
し

て
、
家
族
や
友
人
を
目
の
前
で
失
っ
た
と
悲
し
み
と
衝
撃
の
た
だ
中
に
い
る

方
、
仕
事
や
家
な
ど
生
活
に
必
要
な
す
べ
て
を
失
っ
た
方
々
に
対
し
て
、
何

ら
有
効
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
突
き
当
た
っ

た
こ
と
が
根
本
的
な
理
由
で
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。 

「
お
か
げ
さ
ま
」「
あ
り
が
た
い
・
も
っ
た
い
な
い
」「
阿
弥
陀
様
が
お
救

い
く
だ
さ
る
」
こ
れ
ら
は
私
た
ち
本
願
寺
派
の
布
教
・
法
話
の
典
型
的
な
例

で
す
。
そ
の
こ
と
自
体
は
別
に
間
違
い
で
は
な
い
の
で
す
が
、
私
自
身
、
ボ
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ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
被
災
地
を
訪
れ
そ
の
惨
状
を
知
っ
た
時
に
、
今
ま
さ
に

苦
境
の
た
だ
中
に
あ
る
方
々
に
、
そ
れ
ら
の
法
話
を
し
た
と
こ
ろ
で
ほ
と
ん

ど
無
意
味
で
あ
る
こ
と
を
痛
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。 

私
た
ち
仏
教
教
団
は
地
縁
・
血
縁
の
つ
な
が
り
の
中
で
活
動
し
て
参
り
ま

し
た
。
地
域
の
揉
め
事
の
仲
裁
役
や
相
談
役
と
な
る
だ
け
で
な
く
、
誰
か
が

亡
く
な
っ
た
際
に
は
、
枕
勤
め
に
行
き
、
通
夜
・
葬
儀
・
七
日
法
要
・
四
十

九
日
の
納
骨
、
そ
の
後
の
年
忌
法
要
と
、
様
々
な
場
面
で
関
わ
る
こ
と
に
よ

り
、
大
事
な
家
族
を
失
っ
た
遺
族
の
悲
し
み
に
向
き
合
い
、
一
種
の
グ
リ
ー

フ
ケ
ア
（
大
切
な
人
と
の
死
別
に
よ
っ
て
起
こ
る
混
乱
と
喪
失
感
か
ら
立
ち

直
っ
て
い
く
た
め
の
助
け
と
な
る
支
援
）
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
地
縁
・
血
縁
な
ど
の
つ
な
が
り
の
無

い
場
所
に
行
く
と
全
く
の
機
能
不
全
に
陥
っ
た
感
が
あ
り
ま
し
た
。
結
局
、

本
願
寺
派
以
外
の
仏
教
教
団
も
東
日
本
大
震
災
で
の
支
援
活
動
は
炊
き
出
し

や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
宗
教
活
動
と
は
異
な
る
活
動
を
中
心
に
行
っ
て

い
ま
し
た
。
継
続
的
に
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
つ
な
が
り
や
関
係
性
を
築

き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
避
難
生
活
に
苦
し
む
方
々
の
力
と
な
り
支
え
に
な
る
こ

と
を
願
っ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
な
感
染
症
の
流
行
は
百
年
前
の
ス

ペ
イ
ン
風
邪
の
流
行
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
歴
史
的
に
は
何
度
も
経
験
し
て

き
た
事
態
で
す
。
と
こ
ろ
が
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
に
よ
っ

て
日
本
仏
教
界
は
今
ま
で
と
決
定
的
に
異
な
る
未
知
の
状
況
に
晒
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。 

法
座
や
法
事
は
中
止
と
な
り
、
葬
儀
す
ら
も
「
葬
儀
は
終
了
し
ま
し
た
」

と
家
族
葬
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
と
も
と
弱
体
化
し
て
い
た
と
は
い

え
僧
侶
・
寺
院
と
門
信
徒
と
の
つ
な
が
り
が
今
ま
さ
に
消
滅
し
て
い
こ
う
と

し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
も
感
染
症
の
大
規
模
な
流
行
に
よ
っ
て
多
く
の
死
者

を
出
し
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
僧
侶
や
寺
院
が
「
不
要
不
急
」
と
し
て
こ
れ

ほ
ど
ま
で
に
必
要
と
さ
れ
な
い
時
代
は
今
ま
で
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。 

私
た
ち
が
依
拠
し
て
き
た
つ
な
が
り
が
絶
た
れ
て
い
く
こ
の
よ
う
な
状
況

下
で
私
た
ち
は
仏
教
徒
と
し
て
、
宗
教
者
と
し
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た

し
て
い
く
の
か
、
世
の
人
々
の
力
と
な
り
得
る
の
か
？
そ
れ
こ
そ
飢
饉
と
疫

病
に
苦
し
む
人
々
を
目
の
前
に
し
て
、
苦
悩
し
葛
藤
し
煩
悶
し
た
親
鸞
聖
人

以
来
の
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
た
ち
が
奉
じ
て
き
た
「
仏
教
」
の

そ
の
内
実
が
問
わ
れ
て
い
る
状
況
が
「
今
」
な
の
だ
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。 

【
高
岡
教
区
教
務
所
・
教
区
主
幹 

岡
西
好
持
】  
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【西本願寺高岡会館５月の常例法座】 

ご講師：   小 川 眞 理 子  氏 

（ 岐 阜 教 区 ・ 等 光 寺 ） 

ご講題：『 御 同 朋 の ね が い 』  
午後１時２０分頃からビデオ上映、２時

からお正信偈六首引のお勤めです。どう

ぞお誘いあわせてお参りください。  

   
◇これからの日程（6/14～7/22）◇ 

 

 ６月 教区・財団行事 教化団体・組行事  

  

14 

16 

19 

 

24 

 

 

 

25 

26 

29 

30 

7 月 

１ 

 

10 

13 

14 

17 

22 

常例法座（中止） 

 

 

 

教区委員会常任委員

会 

教区教材委員会 

非戦・平和学習会 

財団評議員会 

減免審査会・常備会 

組主幹会議 

 

 

 

 

 

臨時教区会 

常例法座（中止） 

会館永代経（中止） 

非戦・平和学習会 

 

ビハーラ高岡総会 

教学研究室 

同朋企画委員会 

中仏通信おつとめ試験 

 

 

 

 

 

 

仏婦執行部会 

 

北陸藤の会総会（石川） 

（延期） 

ヤスクニ委員会 

 

     

     

      

    

ラジオ放送～西本願寺の時間～ 

『みほとけとともに』 
      北日本放送（ＫＮＢ）・７３８kHz. 
◎毎週土曜日（本 山 制 作）午前 6:15～6:25 
□第２・４日曜日（富山・高岡制作）午前 6:00～6:10 

◎６／27（土）：東井 義雄氏 

（兵庫教区出石組東光寺 元住職） 

「百 千 の灯 あらんも  我 を待 つ灯 はひとつ 」  

□６／28（日）：鷹屋義行氏 

（高岡教区） 

◎７／４（土）：東井 義雄氏 

（兵庫教区出石組東光寺 元住職） 

「仏 さまの光  歓 喜 光 」  

◎７／11（土）：東井 義雄氏 

（兵庫教区出石組東光寺 元住職） 

「仏 さまの光  超 日 月 光 」  

□７／12（日）：未  定 

（富山教区） 

◎７／18（土）：東井 義雄氏 

（兵庫教区出石組東光寺 元住職） 

「倶 会 一 処 の世 界 」  

◎７／25（土）：未    定 

（未        定） 

「未        定 」  

【西本願寺高岡会館 

     永代経法要中止のお知らせ】 

新型コロナウィルスの拡大防止のため、

７月１９日（金）修行予定でありました永

代経法要は中止といたします。  

以 上  

 

【今後の教区報発刊について】 

新型コロナウィルスの拡大防止のため、

教務所における行事開催を自粛いたしてお

ります。  

紙面の構成上、２カ月に一度の発刊にな

る可能性がありますことお含みおきくださ

いますようお願い申し上げます。  

以 上  

【西本願寺高岡会館の常例法座】 

新型コロナウィルスの拡大に伴いの下

記の通り、常例法座を中止いたします。  

記  

 

６月１４日（日）中止  

７月１４日（火）中止  

８月１４日（金）中止  

９月１４日（月）中止  

以 上  


